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シ
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ズ
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大
正
13
年（
１
９
２
４
年
）

大
学
の
未
来
が
見
え
る

平
生
釟
三
郎
の
こ
と
ば�

�

3平
生
釟
三
郎
述
「
私
は
斯
う
思
ふ
」（
昭
和
11
年
発
行
）よ
り
�

大
正
13
年
７
月
27
日
、
東
京
帝
大
運
動
場
で
、
全
国
高
等
学

校
リ
レ
ー
大
会
が
挙
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
開
校
し

て
２
年
目
、
生
徒
数
も
わ
ず
か
１
０
０
名
そ
こ
そ
こ
で
あ
っ
た

甲
南
高
校
か
ら
も
、
選
手
を
編
成
し
、
出
場
の
申
し
込
み
を
し

ま
し
た
が
、
ま
だ
新
制
度
の
７
年
制
高
等
学
校
を
知
ら
な
い
主

催
者
側
は
、
甲
南
に
参
加
資
格
が
な
い
と
断
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
体
育
担
当
の
上
林
英
太
教
諭
は
直
ち
に
上
京
し
、
そ
の

誤
解
を
解
き
、
よ
う
や
く
出
場
が
許
さ
れ
た
の
で
す
。

そ
し
て
大
会
当
日
、
甲
南
の
選
手
た
ち
（
進
藤
、
柏
原
、
高

柳
、
土
居〈
現
姓
山
中
〉）
は
、
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
決
勝
で
鮮
や

か
な
バ
ト
ン
・
タ
ッ
チ
を
見
せ
、
見
事
優
勝
。
応
援
に
駆
け
つ

け
て
い
た
平
生
先
生
は
、
腕
を
振
り
上
げ
て
喜
び
、
内
ポ
ケ
ッ

ト
か
ら
１
０
０
円
札
を
抜
き
出
し
て
「
選
手
た
ち
に
腹
一
杯
食

べ
さ
せ
て
く
れ
た
ま
え
」
と
上
林
教
諭
に
手
渡
し
ま
し
た
。
選

手
た
ち
は
驚
き
ま
し
た
。
１
０
０
円
と
い
え
ば
、
当
時
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
２
カ
月
分
の
俸
給
に
当
た
り
ま
す
。

出
場
を
危
ぶ
ま
れ
な
が
ら
、
堂
々
と
官
立
高
校
に
圧
勝
し
た

こ
と
で
、
そ
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
大
き
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
何
よ
り
ガ
マ
（
生
徒
が
つ
け
た
平
生
先
生
の
あ
だ
名
）

を
喜
ば
せ
た
こ
と
が
、
彼
ら
に
は
う
れ
し
か
っ
た
の
で
す
。

大学の未来が見える�
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進む国際化と国際教育

特集

全国高等学校リレー大会で初優勝を果たし、多くの観衆から祝福をうける甲南の選手たち。

大
正
　
年（
１
９
２
４
年
）

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
リ
レ
ー
で
全
国
大
会
初
優
勝
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留学生と意見を交換し、彼らの考え方や価

値観を知る甲南大生たち。国際交流の場は、

日常のこんな風景のなかにも存在します。
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甲南大学の図書館内に「九鬼文庫」が設置さ

れています。これは昭和18年5月、哲学者の九

鬼周造の蔵書を、当時甲南高等学校校長事務代

行を努めていた天野貞祐の斡旋により購入した

ものです。和書3,230冊、洋書4,046冊からなる

計7,276冊で、哲学・文芸の広範囲にわたる著名

図書が揃い、現在貴重な資料になっています。

特に九鬼周造著「いきの構造」は有名です。

平成7年、その九鬼周造の自宅を解体するこ

とになりました。その際、50年以上前に蔵書を

購入した縁で、甲南大学は九鬼周造が集めてい

た日時計やふすまなど、数々の貴重な品を譲り

受けることになったのです。その一つが、この

日時計です。これからも、この日時計は甲南の

歴史を刻み続けていくことでしょう。

甲 南 大 学 ・ 再 発 見

日 時 計

D i s c o v e r  
K o n a n

図書館正面南側に位置する日時計。

目　次

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
の
急
激

な
発
達
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
が
世
界
中
を
飛
び
交
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
世
界
の
ボ

ー
ダ
ー
レ
ス
化
は
い
っ
そ
う
進

み
、
政
治
や
経
済
の
分
野
の
み

な
ら
ず
、
今
や
私
た
ち
の
生
活

に
ま
で
国
際
化
の
波
が
押
し
寄

せ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
社
会
的
背
景
を
受

け
、
教
育
の
場
に
お
い
て
も
国

際
的
な
視
野
を
も
っ
た
人
材
の

育
成
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

今
回
は
こ
う
し
た
国
際
化
の

波
に
い
ち
早
く
対
応
し
、
異
文

化
交
流
を
推
進
し
て
き
た
甲
南

大
学
の
国
際
教
育
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。



国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

甲
南
大
学
で
は
、
１
９
７
６
年
よ
り

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
イ
リ
ノ
イ
大
学
と

教
育
学
術
交
流
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

当
時
、
ま
だ
留
学
生
の
受
け
入
れ
に
対

し
門
戸
を
広
げ
る
大
学
が
少
な
か
っ
た

時
代
、
甲
南
大
学
で
は
積
極
的
に
留
学

生
を
受
け
入
れ
、
日
本
語
や
日
本
文
化

に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
お
う
と
高
い
水

準
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
ま
し
た
。

そ
の
一
方
、
本
学
か
ら
は
１
年
間
の
外

国
留
学
制
度
や
、
夏
期
休
暇
に
約
１
カ

月
実
施
す
る
海
外
語
学
講
座
を
通
し
て

学
生
を
送
り
出
し
、
以
来
、
日
本
と
ア

メ
リ
カ
の
双
方
向
の
国
際
交
流
を
積
極

的
に
推
進
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
後
に

文
部
省
か
ら
優
れ
た
留
学
制
度
と
し
て

認
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
１
９
９
０

年
代
に
入
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
リ
ー
ズ
大

学
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
マ
ー
ド
ッ
ク

大
学
な
ど
と
相
次
い
で
協
定
を
結
び
、

現
在
で
は
８
カ
国
10
大
学
と
活
発
な
国

際
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

外
国
で
勉
学
に
取
り
組
む
と
い
う
こ

と
は
、
い
つ
の
時
代
も
貴
重
な
経
験
で

あ
る
こ
と
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
人

生
の
な
か
で
も
実
り
多
い
学
生
時
代

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
異
文
化
に
触
れ
、
国

際
的
な
視
野
を
広
げ
、
日
本
を
見
つ
め

直
し
、
自
己
発
見
で
き
る
絶
好
の
機
会

と
し
て
、
今
後
も
積
極
的
に
国
際
交
流

を
展
開
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

留
学
中
に
修
得
し
た
成
績
は
、
60
単

位
を
限
度
と
し
て
専
門
教
育
科
目
の
単

位
と
し
て
認
定
。
授
業
料
は
、
通
常
通

り
甲
南
大
学
に
納
入
す
れ
ば
、
留
学
先

の
協
定
校
へ
の
納
入
は
免
除
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
出
願
の
際
に
は
、
各
留
学

先
の
大
学
が
定
め
る
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
の
基

準
点
数
が
必
要
に
な
り
ま
す
。（
フ
ラ
ン

ス
、
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
は
、
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

●
海
外
語
学
講
座

夏
期
休
暇
を
利
用
し
て
約
１
カ
月

間
、
各
協
定
校
で
集
中
的
に
語
学
を
学

ぶ
講
座
で
す
。
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、

イ
ギ
リ
ス
、
中
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ

ツ
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

授
業
で
は
、
聴
く
・
話
す
・
書
く
・

読
む
と
い
う
基
本
練
習
を
中
心
に
、
現

地
の
歴
史
や
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
、

語
学
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
講

座
の
終
わ
り
に
は
１
週
間
の
研
修
旅
行

が
あ
り
、
参
加
学
生
か
ら
好
評
を
博
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
海
外
語
学
講
座
で

修
得
し
た
成
績
は
、
本
学
の
単
位
と
し

て
認
定
さ
れ
ま
す
。

●
大
学
洋
上
セ
ミ
ナ
ー
ひ
ょ
う
ご

兵
庫
県
国
際
交
流
協
会
が
、
隔
年
で

８
月
中
旬
か
ら
約
１
カ
月
間
か
け
て
行

う
洋
上
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
県
下
の
４
年

制
大
学
の
学
生
と
一
緒
に
、
船
上
で
ア

ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
諸
国
の
歴
史
や
文

化
、
経
済
に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け
、

広
州
（
中
国
）、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
パ

ー
ス
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）、
バ
リ
島

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
の
４
カ
国
を
訪
問

45

甲南大学の国際化
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甲
南
大
学
で
は
、
学
生
の
国
際
理
解

を
深
め
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
学
の
協

定
大
学
に
留
学
す
る「
外
国
留
学
制
度
」

や
、
夏
期
休
暇
中
に
参
加
す
る
「
海
外

語
学
講
座
」、
船
上
で
異
文
化
に
触
れ

る
「
大
学
洋
上
セ
ミ
ナ
ー
ひ
ょ
う
ご
」

な
ど
、
本
学
な
ら
で
は
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
活
用
し
て
、
多
く
の
学
生
が
貴
重
な

経
験
を
積
ん
で
い
ま
す
。
国
境
を
越
え

た
人
々
と
の
出
会
い
は
、
多
く
の
こ
と

を
学
ば
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

●
外
国
留
学
制
度

本
学
が
協
定
を
結
ん
で
い
る
外
国
の

大
学
に
、
原
則
と
し
て
１
年
間
休
学
せ

ず
に
留
学
で
き
る
制
度
で
す
。
ア
メ
リ

カ
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ラ

ン
ス
お
よ
び
ド
イ
ツ
の
協
定
校
で
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
科
目
を
受
講
し
、
専
門
知

識
を
習
得
。
語
学
力
だ
け
で
な
く
国
際

社
会
で
通
用
す
る
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
能
力

な
ど
も
含
め
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担

う
国
際
人
を
育
成
し
ま
す
。

各
種
制
度
の
紹
介

■海外語学講座の主なスケジュール（例：ビクトリア大学）■外国留学出発までのモデル・スケジュール（例：3年次にイリノイ大学に留学する場合）
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ガ
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学
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Ｔ
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出
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取
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２
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４
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※詳しくは、国際交流センターまでお問い合わせください。 ※TOEFL（Test of English as a Foreign Language）は、英語を母国語とし
ない人たちの英語能力を判定する試験です。英語圏の高等教育機関へ留学す
る際には、各協定校の定める基準点を達成するように要求されます。

AM PM
●Downtown Walking Tour�
●Visit the Royal British Columbia Museum �
　and see the IMAX theatre�
●British Style High Tea�
●Sports Activity

●Workshop�
●Surprise Activity�
●Self Directed Studies�
●Vancouver Trip

●Workshop�
●Kitchen tour and Pizza making demonstration �
●Sports Activity�
●Self Directed Studies

●Workshop�
●Sports Activity�
●Kitchen tour and Pizza making demonstration�
●British Style High Tea�
●Final Dinner&Certificate Ceremony 

�授業�

授業�

授業�

授業�

第
１
週�

第
２
週�

第
３
週�

第
４
週�

［イリノイ大学］�

大学� TOEFL基準点数�

［ニューヨーク州立大学］�
［ビクトリア大学］�
［カールトン大学］�
［リーズ大学］�
［マードック大学］�
［ワイカト大学］�

520点以上�
500点以上�
500点以上�
500点以上�
480点以上�
500点以上�
520点以上�

■各協定校が定めたTOEFL基準点数



甲
南
大
学
の
外
国
留
学
制
度
に
お
け

る
協
定
大
学
と
海
外
語
学
講
座
実
施
校

は
、
現
在
８
カ
国
10
大
学
に
お
よ
び
ま

す
。
い
ず
れ
の
大
学
も
留
学
生
の
受
け

入
れ
機
関
、
学
習
環
境
、
研
修
設
備
な

ど
が
充
実
し
た
名
門
校
で
、
活
発
な
国

際
交
流
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
多
く
の
学
生
が
、
夏
期
休
暇

を
利
用
し
て
異
文
化
体
験
と
い
う
貴
重

な
経
験
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。
各
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
も
「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」

と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
す
。

●
海
外
語
学
講
座

今
年
の
参
加
人
数
は
、
イ
リ
ノ
イ
大

学
17
名
、
ビ
ク
ト
リ
ア
大
学
30
名
、
リ

ー
ズ
大
学
13
名
、
西
北
大
学
12
名
、
ラ

イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
８
名
、
ト
ゥ
ー
ル
大

学
８
名
で
し
た
。
参
加
者
の
な
か
に
は

「
今
ま
で
の
人
生
で
、
最
も
充
実
し
た

１
カ
月
間
だ
っ
た
」、「
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
は
今
で
も
メ
ー
ル
の
や
り
取
り

を
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
学
生
も
。
学

生
た
ち
は
、
海
外
で
の
学
習
や
ホ
ー
ム

し
ま
す
。
訪
問
先
で
は
現
地
の
大
学
生

と
の
交
流
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
船
内
で

は
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
や
趣
向
を
凝
ら
し

た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
数
多
く
の
楽
し
い

企
画
が
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
洋
上
セ
ミ

ナ
ー
で
取
得
し
た
単
位
は
、
広
域
副
専

攻
科
目
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
す
。

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
国
際
交

流
を
推
進
す
る
う
え
で
、
留
学
生
の
受

け
入
れ
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
そ

の
ひ
と
つ
、
１
９
７
６
年
に
始
ま
っ
た

K
onan-Illinois

P
rogram

は
、
現
在

Y
ear
in
K
onan

P
rogram

と
名
を
変

え
て
、
２
０
０
０
年
に
は
イ
リ
ノ
イ
大

学
を
は
じ
め
と
す
る
９
大
学
、36
人
が
、

ま
た
１
９
９
７
年
か
ら
始
ま
っ
た

S
u
m
m
er
In
ten
siv
e
L
an
g
u
ag
e

P
rog
ram

（
夏
期
日
本
語
集
中
講
座
）

に
は
、
29
人
の
留
学
生
が
参
加
。
彼
ら

は
日
本
語
や
日
本
文
化
に
つ
い
て
学
習

し
、さ
ら
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し
て
、

日
本
の
生
活
習
慣
や
も
の
の
考
え
方
な

ど
へ
の
理
解
も
深
め
ま
す
。

ま
た
、
甲
南
大
学
の
学
生
自
治
会
が

運
営
す
る
Ｉ
Ｅ
Ｃ（
国
際
交
流
委
員
会
）

の
主
催
で
、
花
見
や
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
な

ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
様
子
は
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ
が
発
行
す

る
機
関
紙
「V

IT
A

・M
U
N
D
A
N
I

」

で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
内
の
「
あ
じ
さ
い
ル
ー
ム
」

同
様
、
活
発
な
国
際
交
流
の
場
づ
く
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
、
開
設
25
年
目
を
迎
え
た
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
。
外
国
留
学
や
海
外

語
学
研
修
を
希
望
す
る
学
生
へ
の
情
報

提
供
は
も
ち
ろ
ん
、
今
後
さ
ら
に
甲
南

大
生
と
海
外
の
大
学
と
の
架
け
橋
的
存

在
と
な
る
よ
う
積
極
的
に
活
動
を
展
開

し
て
い
く
予
定
で
す
。

本
学
の
外
国
語
教
育
は
、
全
学
年
必

修
の
英
語
を
は
じ
め
、
第
２
外
国
語
は

ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
中
国
語
、

朝
鮮
語
の
な
か
か
ら
１
言
語
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
２
０
０
１

年
度
か
ら
、
よ
り
多
く
の
学
生
に
異
文

化
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、

全
学
部
共
通
の「
国
際
言
語
文
化
科
目
」

を
新
設
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
こ
れ
か
ら

の
国
際
化
時
代
に
対
応
し
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
で
す
。

ス
テ
イ
を
通
し
て
、
語
学
以
外
に
つ
い

て
も
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
き
た
よ
う

で
す
。

●
大
学
洋
上
セ
ミ
ナ
ー

今
年
で
10
回
目
の
開
催
と
な
っ
た

大
学
洋
上
セ
ミ
ナ
ー
。
本
学
か
ら
は
、

35
名
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

兵
庫
県
下
の
他
大
学
の
学
生
と
友
好

を
深
め
な
が
ら
、
広
州
（
中
国
）
・
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
・
パ
ー
ス
（
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
）
・
バ
リ
島
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

の
４
カ
国
を
訪
問
。
現
地
で
は
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
希
望
す
る
学
生
が
多
く
、

積
極
的
に
異
文
化
を
吸
収
し
よ
う
と
い

う
姿
勢
が
目
立
ち
ま
し
た
。

リーズ大学
（イギリス）

1831年創立。80もの学部
を有する英国屈指の名門
校。250万冊の蔵書を誇る
図書館の他、劇場やスポー
ツ施設も充実しています。
●語学研修30名
●外国留学2名

ライプツィヒ大学
（ドイツ）

1409年に設立されたドイツ
で2番目に古い大学。文豪
ゲーテや哲学者ニーチェ、
作家森鴎外など多くの歴史
的著名人を輩出しました。
●語学研修30名
●外国留学1名

西北大学
（中国）

中国西北部の中心地、西安に
位置する総合大学。日本人の
ために充実した中国語講座を
開講。語学以外に太極拳や気
功などの勉強も可能です。
●語学研修30名

ビクトリア大学
（カナダ）

カナダ西海岸に位置し、美
しい自然のなかに近代的設
備が完備された総合大学。
受け入れ機関は経験豊富で
内容も充実しています。
●語学研修30名
●外国留学7名

ワイカト大学
（ニュージーランド）

ニュージーランドの国立7
総合大学のうちの1校。科
学技術や経営学に力を入れ
て発展。言語の研究にも積
極的に取り組んでいます。
●外国留学1名

イリノイ大学アーバナ・
シャンペーン校（アメリカ）

学生数3万6千人の超大型総
合大学。学術活動も大変盛
んで、全米第3位の蔵書数を
誇る図書館をはじめ、あら
ゆる設備が充実しています。
●語学研修30名
●外国留学10名

カールトン大学
（カナダ）

カナダの首都オタワに位置
する大学。現在50以上の学
科を備え、100カ国以上か
らの留学生を含む約2万人
の学生が学んでいます。
●外国留学5名

トゥール大学〈トゥレーヌ
語学院〉（フランス）

最も美しいフランス語を話
すと言われるトゥール地方
に位置する大学。フランス
の語学教育機関でも最も高
い評価を受けています。
●語学研修30名

マードック大学
（オーストラリア）

創立は1973年と比較的新し
い国立大学。温暖な気候で
知られるパースにあり、留
学生の数は、学生全体の1
割を占めるほど国際色にあ
ふれた大学です。
●外国留学5名

イ
リ
ノ
イ
大
学
か
ら
交
流
の
申
し
入
れ

１
９
７
４

イ
リ
ノ
イ
大
学
と
学
術
交
流
を
開
始

す
る（
１
年
留
学
の
開
始
）

１
９
７
６

イ
リ
ノ
イ
大
学
と
夏
期
英
語
研
修
開
始

１
９
７
８

「
日
米
友
好
基
金
」
に
よ
る
教
員
の

交
換（
イ
リ
ノ
イ
大
学
か
ら
の
基
金
）

１
９
８
０

「
あ
じ
さ
い
友
の
会
」（
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
よ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
協
力
・
支
援
機
関
）発
足

１
９
８
１

英
語
に
よ
る
「
甲
南
大
学
公
開
講
座
」

を
開
設

１
９
８
１

外
国
留
学
規
程
制
定

１
９
８
２

25
周
年
記
念
事
業
を
行
う

２
０
０
０

リ
ー
ズ
大
学（
イ
ギ
リ
ス
）・
マ
ー
ド

ッ
ク
大
学（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）と
の

交
流
開
始

１
９
９
２

ビ
ク
ト
リ
ア
大
学（
カ
ナ
ダ
）・
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー

校（
ア
メ
リ
カ
）と
の
交
流
開
始

１
９
９
３

カ
ー
ル
ト
ン
大
学（
カ
ナ
ダ
）・
西
北

大
学（
中
国
）と
の
交
流
開
始

１
９
９
７

ワ
イ
カ
ト
大
学（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）・

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学（
ド
イ
ツ
）・
ト
ゥ
ー

ル
大
学（
フ
ラ
ン
ス
）と
の
交
流
開
始

１
９
９
９

■国際交流年表

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

国
際
化
時
代
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

協
定
校
・
海
外
語
学
講
座
実
施
校

２
０
０
０
年
夏
の
講
座
、

セ
ミ
ナ
ー
報
告

甲南大学の国際化
進む国際化と国際教育

ニューヨーク州立大学
バッファロー校（アメリカ）

数あるニューヨーク州立大
学のなかでも中心的存在の
バッファロー校。付属の英
語研修設備は全米でも高い
評価を受けています。
●外国留学3名

大学洋上セミナー（バリ島ウダヤナ大学で）。

A.国際文化コース
選択した第2外国語と、その言語の背景にある文化への理解を深めま
す。「中級ドイツ語」「中級フランス語」「中級中国語」から2科目と、
「言語と文化・ドイツ」「言語と文化・フランス」「言語と文化・中国」
から1科目、「国際理解」の1科目、計4科目16単位選択必修。

国際言語文化科目

2001年度に新設される「国際言語文化科目」は、従来の
広域副専攻科目とそのどちらかを選び、履修することが
できる科目です。学生のニーズに合わせて4つのコースを
設置し、言語の習得のみならず、国際理解・異文化理解
と高いコミュニケーション能力を養成していきます。

B.国際コミュニケーションコース
選択した第2外国語の言語能力と、英語での自己表現能力を養成します。
中級の第2外国語科目から2科目と、「中級英語オーラル・コミュニケーショ
ン」「中級英語スピーチ・コミュニケーション」の4科目16単位選択必修。

C-1.ドイツ語・フランス語・中国語インテンシブコース
ドイツ語・フランス語・中国語を集中的に学習します。「中級ドイツ語」「中級
フランス語」「中級中国語」「海外語学講座Ⅱ」から4科目16単位選択必修。

C-2.英語インテンシブコース
英語の実践的な運用能力を養成します。中級英語5科目および「海外
語学講座Ⅰ」から4科目16単位選択必修。

授業で寺院を訪問する
留学生たち。

IEC主催の留学生ウェルカムパーティー。

イリノイ大学で。

※語学研修、外国留学の人数は、各大学の募集人員です。

海外語学講座（中国敦煌で）。

※今年から隔年実施になりました。次回は2002年に行われます。
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さ
ま
ざ
ま
な
異
文
化
に
触
れ
、
理
解
を

深
め
た
い
と
思
っ
て
い
た
私
は
、
約
９
カ

月
間
カ
ナ
ダ
の
ビ
ク
ト
リ
ア
大
学
に
留
学

し
ま
し
た
。
世
界
中
か
ら
集
ま
っ
た
留
学

生
や
、
所
属
し
て
い
た
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
の

仲
間
に
囲
ま
れ
、
と
て
も
充
実
し
た
毎
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。

カ
ナ
ダ
の
大
学
で
は
、
学
生
が
自
分
の

意
見
を
発
言
す
る
と
い
う
こ
と
が
非
常
に

重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
授
業
中

は
い
つ
も
多
く
の
質
問
が
飛
び
交
い
、
学

生
自
身
が
授
業
を
つ

く
っ
て
い
く
と
い
う

ス
タ
ン
ス
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
そ
ん
な

授
業
風
景
を
目
の
当
た
り
に
し
、”積
極
的

な
姿
勢
“の
大
切
さ
を
学
ん
だ
私
は
、
多
く

の
友
達
を
つ
く
ろ
う
と
自
ら
働
き
か
け
、

そ
の
行
動
が
評
価
さ
れ
て
、
留
学
生
中
た

だ
一
人
「F

riendly
N
eighbour

」（
親
し

み
や
す
い
仲
間
）
と
い
う
賞
を
い
た
だ
い

た
の
で
す
。
こ
の
留
学
を
通
し
て
学
ん
だ

こ
と
は
、
私
の
人
生
の
大
き
な
財
産
で
す
。

私
が
留
学
を
決
意
し
た
の
は
、
長
い
人

生
の
な
か
で
一
度
ぐ
ら
い
一
生
懸
命
勉
強

し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
か
ら
。
授
業
は
平

日
の
朝
９
時
か
ら
夕
方
５
時
ま
で
あ
り
、

レ
ポ
ー
ト
や
実
験
に
追
わ
れ
る
忙
し
い

日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
最
初
の
頃
は
、

友
達
が
で
き
る
か
不
安
で
し
た
が
、
自
分

か
ら
積
極
的
に
話
し
か
け
る
こ
と
で
、
多

く
の
友
人
が
で
き
ま
し
た
。

こ
ち
ら
に
き
て
感
じ
た
こ
と
は
、
ア
メ

リ
カ
の
学
生
は
と
て
も
社
会
の
こ
と
に
関

心
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
普
段
で

も
よ
く
選
挙
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
し
て

い
ま
す
。
日
本
人
の
学
生
と
は
大
き
な
違

い
を
感
じ
ま
す
ね
。

帰
国
ま
で
ま
だ
半
年
あ
る
わ
け
で
す
が
、

こ
の
留
学
に
意
味
を
持
た
せ
る
た
め
に
も
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
人
と
接
し
、
勉
強
も

今
ま
で
以
上
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

中
国
語
に
と
て
も
興
味
を
も
っ
て
い
た

私
は
、
現
地
で
生
き
た
中
国
語
を
身
に
つ

け
よ
う
と
、
こ
の
講
座
に
参
加
し
ま
し
た
。

１
日
２
時
間
の
中
国
語
の

授
業
は
、
私
た
ち
初
心
者

に
も
理
解
で
き
る
よ
う
わ

か
り
や
す
く
進
め
ら
れ
、

そ
の
ほ
か
、
太
極
拳
や
書

道
の
授
業
も
、
と
て
も
丁

寧
に
指
導
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

授
業
の
な
い
と
き
は
観

光
も
兼
ね
て
、
友
達
と
よ

く
街
に
繰
り
出
し
ま
し
た
。
特
に
印
象
に

残
っ
て
い
る
の
は
、
大
学
横
の
「
大
学
南

路
」。
こ
こ
に
は
多
く
の
食
堂
や
屋
台
が

立
ち
並
び
、
現
地
の
人
々
の
生
活
を
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
店
の
人
と

の
や
り
取
り
を
通
し
て
、
人
々
の
優
し
さ

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
語
学
力
の
ア
ッ
プ
に

も
一
役
買
っ
て
く
れ
た
と

思
い
ま
す
。

語
学
の
上
達
に
大
切
な

の
は
、
と
に
か
く
口
に
出

し
て
み
る
こ
と
。
せ
っ
か

く
中
国
に
ま
で
来
た
の
で

す
か
ら
、
一
人
で
も
多
く

の
人
と
話
そ
う
と
常
に
心

掛
け
て
い
た
こ
と
が
、
使
え
る
中
国
語
を

身
に
つ
け
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

現
地
の
人
々
と
の
交
流
を
通
し
、

語
学
力
に
磨
き
を
か
け
ま
し
た
。

●
ビ
ク
ト
リ
ア
大
学（
カ
ナ
ダ
）

”積
極
的
な
姿
勢
“の
大
切
さ
を
学
ん
だ

最
高
の
留
学
生
活
で
し
た
。

外
国
留
学

外
国
留
学

文学部
日本語日本文学科2年次

高田由香さん
この講座への参加は、新しい自
己発見にもつながりました。
今でもたびたび中国のことを思
い出すんです。

海外語学講座
（2000年8/5～9/7）

姉
か
ら
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
面
白
さ
を
聞

い
て
い
た
私
は
、
大
学
生
に
な
っ
た
ら
絶

対
に
大
学
洋
上
セ
ミ
ナ

ー
に
参
加
し
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
豪

華
客
船
で
中
国
や
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
４
カ

国
を
訪
問
。
現
地
の
学

生
と
の
交
流
を
通
し

て
、
世
界
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
考
え
方
や
価
値
観

が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
ま

た
船
上
講
義
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
の
人
と

暮
ら
し
」
で
は
、
異
文
化
へ
の
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
日
本
文
化
の
良
さ
も
再

認
識
。
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
船
上
運
動
会
、

仮
装
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な

ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り

だ
く
さ
ん
行
わ
れ
、
あ
っ

と
い
う
間
の
１
カ
月
間
で

し
た
。

年
齢
や
国
籍
に
関
係
な

く
、
多
く
の
人
と
語
り
合

う
こ
と
は
と
て
も
大
切
な

こ
と
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー

を
通
し
て
国
際
交
流
の
重

要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
多
く
の
人
に
参
加
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

異
文
化
を
幅
広
く
吸
収
。

か
け
が
え
の
な
い

船
上
生
活
で
し
た
。

文学部
社会学科2年次

中水敬子さん
講義やイベントはもちろん、食事
や入浴など、船上での生活すべて
が楽しかったです。

大学洋上セミナー
（2000年8/12～9/10）

生活のさまざまな場面で異文化を感じまし
た。なかでもホームステイ先の夕食の時間
が17時だったことには驚きましたね（笑）。

経営学部経営学科4年次

森下まり子さん

●
イ
リ
ノ
イ
大
学（
ア
メ
リ
カ
）

さ
ま
ざ
ま
な
国
の
人
に
囲
ま
れ
て

充
実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

１
９
９
９
年
８／２
〜

２
０
０
０
年
４／１９

大学の授業はとてもアクティブ。
先生と生徒の関係がすごく密接
で、質問も活発に飛び交います。

理学部応用化学科2年次

西村泰周さん

２
０
０
０
年
８／

〜

２
０
０
１
年
５／１１ １５

カナダの中華レスト
ランで。

学生寮で。

中国上海で。オーストラリアパーツで。
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甲南大学の国際化
進む国際化と国際教育

私
の
専
門
は
日
本
研
究
で
す
。

日
本
語
や
日
本
の
歴
史
に
つ
い

て
勉
強
し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
に
い
る
と
き
、
日
本
人
の
友

達
を
通
し
て
日
本
文
化
の
面
白

さ
を
知
り
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
へ
の
参
加
も
迷
わ
ず
決

め
ま
し
た
ね
。

日
本
で
の
生
活
は
快
適
で
す
。

食
事
は
と
て
も
お
い
し
く
て
、

特
に
お
刺
し
身
が
大
好
き
で
す
。

今
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
暮

ら
し
て
い
る
の
で
す
が
、
み
ん

な
優
し
く
て
親
切
。
本
当
の
家

族
の
よ
う
に
接
し
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
来
年
の

５
月
に
終
了
す
る
の
で
す
が
、

そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
院

で
日
本
研
究
を
続
け
る
か
、
日

本
に
残
っ
て
英
語
の
先
生
に
な

る
か
、
ま
だ
決
め
か
ね

て
い
ま
す
。
と
に
か
く

今
は
日
本
語
の
習
得
に

力
を
注
い
で
い
ま
す
。

私
は
、
幼
い
頃
か
ら
日
本
に

興
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
ド

イ
ツ
で
４
年
間
日
本
語
を
勉
強

し
て
き
ま
し
た
が
、「
も
っ
と
上

手
く
な
り
た
い
。
日
本
の
生
活

を
体
験
し
た
い
」
と
思
い
、
留

学
を
決
意
し
ま
し
た
。

今
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
と

て
も
優
し
く
て
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク

も
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
先
日
、

み
ん
な
で
京
都
に
遊
び
に
行
き

ま
し
た
。
金
閣
寺
や
清
水
寺
の

美
し
さ
に
は
驚
き
ま
し
た
。
ド

イ
ツ
の
家
族
と
は
、
ほ
ぼ
毎
日

メ
ー
ル
で
連
絡
を
と
っ

て
い
ま
す
。

甲
南
大
学
で
は
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
て
い

ま
す
。
ク
ラ
ブ
の
み
ん
な
は
親

切
で
、
日
本
で
の
生
活
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
し
て
く
れ
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
友
達
も
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
っ
と
多
く
の
人
と

親
し
く
な
り
、
日
本
の
社
会
や

文
化
に
つ
い
て
話
し
あ
う
場
が

も
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

念
願
の
日
本
の
生
活
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。

日
本
語
を
習
得
し
て
、

将
来
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
種
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ビ
デ
オ

テ
ー
プ
の
提
供
、
経
験
豊
富
な
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
、
留

学
先
や
参
加
人
数
に
よ
っ
て
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
参
加
前
に
し

っ
か
り
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

2000年9/4～
2001年5/31
とにかく日本が好き。日本語
がもっと上手くなりたいです。

日本語学科4年次
ジェームス・
フレイマンさん

交
換
留
学
生
紹
介

各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
詳
細

［アメリカ］

イリノイ大学
から

2000年9/4～2001年5/31
ホストファミリーとの出会いは、一生忘れません。

日本語学科4年次
ベアーテ・ミュラーさん

［ドイツ］

ライプツィヒ
大学から

外国留学制度 海外語学講座

単
位
認
定

申
し
込
み
期
間

費
　
用

【学部学生】60単位を上限
に、本人の所属する学部の専門
教育科目の単位として認定。

【大学院生】10単位を上限
に、本人の所属する研究科の
授業科目の単位として認定。

修得した単位は、本学の
「海外語学講座Ⅰ」または
「海外語学講座Ⅱ」の単位
（4単位）として認定されま
す。

●アメリカ・カナダ・イギリス
2001年11月上旬～中旬
●オーストラリア・
ニュージーランド
2001年５月中旬～下旬
●フランス・ドイツ
2001年12月～1月（予定）

2001年4月20日～27日
9:00～18:00
国際交流センター事務室
まで

通常通り甲南大学に授業料を
納入すれば、協定校の授業料
は免除されます。

●アメリカ・カナダ・イギリス
約50万円～55万円
●ドイツ・フランス
約35万円～40万円
●中国　約30万円
※参加人数によって、変動する
場合があります。

これまで甲南大学の学生が長期留学できる協定大学は、英語圏
（アメリカ合衆国・カナダ・イギリス・オーストラリア・ニュージ
ーランド）に限られていましたが、今年からフランスとドイツにも、
1校ずつ留学先大学が確保されました。標記の2つの大学がそれです。
パリの南西・トゥーレーヌ地方にあるトゥール（Tours）は、TGV
でパリから約1時間の距離にある人口約13万の街で、トゥール大学
のほか国立音楽学校や美術学校がある学園都市です。トゥール大学
は、世界中から留学生が集まる国際的にも著名な大学です。
ライプツィヒ（Leipzig）は、ベルリンの南西・ザクセン州にあり、
ICE（Inter City Express）でベルリンから約2時間の距離にあり、人
口50万を超える都市です。ライプツィヒ大学は、1409年創立で、ド
イツで2番目に古い大学だそうです。
現在、甲南大学で学ぶことができる外国語は、英語・フランス
語・ドイツ語・中国語・朝鮮語ですが、これら5つの言語のうち、3
つについて学生の長期留学先が確保されたことになり、大変喜ばし
いことと思います。そう遠くない将来に、これらすべての外国語に
ついて留学先大学が確保されることを期待しています。

教務部長 石 井 昇

ただ留学するのではなく、留学して何を学びたいのか、
何のために留学するのか、留学の目的をしっかり持つ
ことが大切です。そうすれば、今後の進路や人生も大
きく開けてくることでしょう。

留学する目的をしっかり持ちましょう。

甲南大学では、外国語科目として「中級英語TOEFL」な

ど、TOEFLやTOEICに向けての講義を実施しています。

これらを有効に活用し、留学前から語学の習得に取り組ん

でおきましょう。現地での学習がよりスムーズになります。

語学の習得には、
留学前から取り組んでおきましょう。

留学生が現地のことを知りたいように、現地の人たちも日

本のことを知りたいと思っています。「風土・習慣」「社会

制度」「政治・経済」など、彼らはさまざまな質問を投げ

かけてきます。日本人としてこれらの質問に答えられるよ

う、日本についての知識を深めておきましょう。

日本についての知識を深めておきましう。

留学に向けての心がけ
仲の良い2人は、ゲームに熱中。

ホストファミリーと家族団らん。会話も弾みます。

いつも優しくて親切なホストファミリーの
お母さんと。

予習、復習に余念がありません。

IECの模擬店（摂津祭2000）。

新しい協定大学―
トゥール大学とライプツィヒ大学
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す
。
こ
れ
が
自
分
な
り
の
考
え
方
や

価
値
観
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
つ
な

が
る
の
で
す
。ま
た
、
当
ゼ
ミ
で
は
毎

日
、
新
聞
を
読
む
よ
う
に
指
導
し
て

い
ま
す
。
社
会
情
勢
を
少
し
で
も
知

る
た
め
に
、
毎
週
政
治
の
動
き
を
発

表
す
る
機
会
を
設
け
、
み
ん
な
で
議

論
を
行
っ
て
い
ま
す
。
向
上
心
を
も

っ
た
ゼ
ミ
生
が
多
い
た
め
、い
つ
も
活

発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
２
月
に
は
、「
阪
神
大
震
災

産
業
復
興
５
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
」

に
参
加
。
ゼ
ミ
生
は
、
イ
ベ
ン
ト
の

数
週
間
前
か
ら
毎
日
研
究
室
に
集
ま

り
、一
日
中
ど
う
す
れ
ば
こ
の
イ
ベ
ン

ト
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐

あ
っ
て
、
多
く
の
方
々
か
ら
高
い
評

価
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
ゼ
ミ
生

も
、
ひ
と
つ
の
物
事
を
納
得
い
く
ま

で
話
し
あ
い
、
成
し
遂
げ
た
と
い
う

満
足
感
と
自
信
を
手
に
入
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

当
ゼ
ミ
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
地
域
や
学
生
を
対
象
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
を
作
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

学
生
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
ー
サ
イ
ト
”hotcom

“

h
ttp
://o
ka
m
o
to
.e
co
.ko
n
a
n
-

u.ac.jp

Box 
Close-up 

関
西
学
生
剣
道
優
勝
大
会

準
優
勝
。

42
年
ぶ
り
の
快
挙
を
達
成

１
９
５
５
年
に
創
設
さ
れ
た
体

育
会
剣
道
部
は
、
最
近
め
き
め
き

と
実
力
を
つ
け
て
い
ま
す
。
特
に

今
年
の
成
績
は
、
８
月
に
兵
庫
県

民
大
会
優
勝
、
９
月
に
関
西
学
生

剣
道
優
勝
大
会
準
優
勝
、
10
月
に

兵
庫
学
生
新
人
大
会
優
勝
と
華
々

し
い
結
果
を
残
し
て
い
ま
す
。
な

か
で
も
関
西
学
生
大
会
で
の
準
優

勝
は
、
奈
良
産
業
大
学
、
同
志
社

大
学
を
破
っ
て
の
42
年
ぶ
り
の
快

挙
と
な
り
、
同
時
に
全
日
本
学
生

剣
道
優
勝
大
会
へ
の
出
場
権
の
獲

得
と
な
り
ま
し
た
。
結
果
は
惜
し

く
も
３
回
戦
で
敗
退
と
な
り
ま
し

た
が
、
今
後
に
つ
な
が
る
試
合
内

容
で
、
来
年
の
こ
の
大
会
で
の
優

勝
を
目
指
し
、
日
々
精
進
を
重
ね

さ
な
ざ
ま
な
議
論
を
通
し
て

責
任
感
と
自
主
性
を
備
え
た

人
材
の
育
成
を
目
指
す

情
報
通
信
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、

政
府
か
ら
規
制
を
受
け
て
い
る
産

業
の
政
策
を
テ
ー
マ
に
研
究
を
続

け
て
い
る
佐
藤
ゼ
ミ
。
最
近
で
は
、

Ｉ
Ｔ
革
命
と
情
報
通
信
政
策
に
焦

点
を
当
て
、
Ｉ
Ｔ
革
命
が
社
会
に

研
究
を
通
し
て
植
物
の
生
き
方
や

そ
の
し
く
み
に
つ
い
て
探
る

植
物
の
生
き
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

つ
い
て
研
究
を
続
け
る
植
物
生
理

学
研
究
室
の
研
究
テ
ー
マ
は
４
つ
。

植
物
が
つ
ぼ
み
を
つ
く
る
し
く
み
、

つ
ぼ
み
が
開
花
す
る
し
く
み
、
キ

Seminar

Laboratory

Campus
Tour

与
え
る
影
響
も
含
め
て
研
究
を
進

め
て
い
ま
す
。

授
業
は
、
ゼ
ミ
生
が
や
り
た
い
こ

と
を
提
案
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
み
ん

な
で
議
論
し
あ
う
と
い
う
か
た
ち
を

と
っ
て
い
ま
す
。
議
論
の
題
材
は
、

ゼ
ミ
生
が
普
段
の
生
活
の
な
か
で
感

じ
る
疑
問
や
怒
り
な
ど
を
取
り
上

げ
、
繰
り
返
し
話
し
あ
う
こ
と
で
自

分
で
考
え
て
行
動
す
る
力
を
養
い
ま

ノ
コ
が
生
ま
れ
る
し
く
み
、
シ
リ

コ
ン
カ
ー
バ
イ
ド
ウ
ィ
ス
カ
ー
を

使
っ
た
植
物
の
新
し
い
遺
伝
子
導

入
法
の
４
つ
で
す
。
当
研
究
室
の

学
生
、
院
生
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の

先
端
の
テ
ー
マ
に
熱
心
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

そ
ん
な
当
研
究
室
の
大
学
院
生
、

佐
野
昌
典
さ
ん
が
今
年
８
月
、
シ

ュ
レ
ッ
ダ
ー
で
細
か
く
粉
砕
し
た

段
ボ
ー
ル
を
培
地
に
使
っ
た
、
キ

ノ
コ
栽
培
に
成
功
し
ま
し
た
。
近

年
、
キ
ノ
コ
は
栽
培
、
消
費
量
と
も

増
え
続
け
て
い
ま
す
が
、
培
地
に

適
し
て
い
る
の
は
国
内
の
広
葉
樹

の
お
が
く
ず
だ
け
で
、
森
林
資
源

保
護
の
観
点
か
ら
か
わ
り
の
培
地

理学部生物学科
田中修教授

Laboratoryが
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
佐
野
さ
ん
が
注
目
し
た
の
が
段

ボ
ー
ル
。
パ
ル
プ
製
品
で
あ
る
う

え
に
、
安
定
供
給
が
見
込
め
、
し

か
も
低
コ
ス
ト
。
実
際
、
ヒ
ラ
タ

ケ
や
タ
モ
ギ
タ
ケ
を
育
て
た
と
こ

ろ
、
収
穫
量
や
栽
培
日
数
と
も
に

広
葉
樹
の
お
が
く
ず
と
変
わ
ら
な

い
成
果
を
あ
げ
、
今
後
次
世
代
の

培
地
と
し
て
大
き
な
期
待
を
集
め

て
い
ま
す
。

昨
年
、
卒
業
実
験
を
専
攻
し
た

学
生
は
、
八
丈
島
や
小
笠
原
諸
島

に
自
生
し
、
暗
や
み
で
光
る
ヤ
コ

ウ
タ
ケ
を
試
験
官
で
人
工
栽
培
す

る
こ
と
に
も
成
功
し
て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

普
段
の
練
習
は
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン

ド
で
、
週
６
回
１
日
２
時
間
程
度
行

っ
て
い
ま
す（
写
真
）。
火
曜
日
か
ら

金
曜
日
の
平
日
は
、
学
生
が
主
体

と
な
っ
て
素
振
り
や
小
手
打
ち
な

ど
の
基
本
練
習
を
行
い
、
週
末
は

顧
問
の
先
生
や
Ｏ
Ｂ
の
方
々
に
よ

る
き
め
細
か
い
指
導
を
受
け
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
試
合
前
に
な
る
と
、

部
員
同
士
で
対
戦
形
式
の
練
習
を

行
い
、
本
番
に
備
え
て
い
ま
す
。

部
員
は
現
在
、
34
人
。
み
ん
な
仲

が
良
く
、
特
に
先
輩
と
後
輩
の
仲

の
良
さ
が
自
慢
の
剣
道
部
。
ク
ラ

ブ
の
雰
囲
気
は
い
つ
も
明
る
く
、

団
結
力
も
抜
群
で
す
。

ま
た
、
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
も
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
一

度
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
2.ocn.ne.jp/̃konan/

index.htm

そ
ん
な
熱
心
な
学
生
、
院
生
を

指
導
す
る
田
中
教
授
は
、
た
く
さ

ん
の
人
に
、
も
っ
と
植
物
へ
の
理

解
や
興
味
を
深
め
て
欲
し
い
と
語

り
ま
す
。
最
近
、
環
境
保
護
の
観

点
や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ブ
ー
ム
に
の

っ
て
、
植
物
の
重
要
性
が
改
め
て

語
ら
れ
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
重
要
性
を
知
る
だ
け
で
な

く
、
環
境
問
題
を
考
え
る
に
も
、

ま
ず
身
近
な
植
物
の
生
き
方
や
生

き
て
い
く
し
く
み
を
知
る
こ
と
が

大
切
だ
と
い
う
の
で
す
。

当
研
究
室
の
活
動
の
原
点
は
、

そ
ん
な
植
物
へ
の
想
い
に
あ
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

経済学部経済学科
佐藤治正教授

Seminar

体育系

Box Close--up
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書
道
部
と
し
て
の
活
動
が
認

め
ら
れ
、
理
事
長
杯
を
受
賞

文
化
会
書
道
部
甲
墨
会
は
、
１

９
５
５
年
の
創
設
。
現
在
は
22
人

の
部
員
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

週
２
回
の
練
習
で
は
、
各
人
が

書
道
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し

て
、
集
中
し
て
練
習
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

作
品
の
発
表
は
、
甲
南
小
学
校

の
生
徒
か
ら
甲
南
大
生
ま
で
が
出

展
の
対
象
と
な
る
オ
ー
ル
甲
南
展
、

甲
南
大
学
の
書
道
部
の
作
品
だ
け

を
集
め
た
単
独
展
、
そ
れ
に
摂
津

祭
の
展
示（
写
真
上
）
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
日
本
書
芸
院
主
催
に
よ

る
「
全
日
本
高
校
・
大
学
生
書
道

展
」
が
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
書
道
展
で
今
年
８
月
、当
ク

ラ
ブ
の
森
川
貴
吉（
経
済
３
）さ
ん

が
、
見
事
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

森
川
さ
ん
は
１
年
次
の
と
き
か
ら

毎
年
作
品
を
出
品
。
優
良
賞
、
展

賞
、
そ
し
て
今
年
は
大
賞
と
、
確

実
に
実
力
を
つ
け
て
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
森
川
さ
ん
を
、

部
員
の
み
ん
な
は
「
い
つ
も
納
得

の
い
く
作
品
が
で
き
る
ま
で
、
根

気
よ
く
何
度
も
何
度
も
や
り
直
す

人
」と
評
し
ま
す
。
そ
ん
な
森
川
さ

ん
は
「
就
職
後
も
書
道
は
続
け
た

い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
来

年
の
作
品
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

部
員
全
員
が
向
上
心
を
持
ち
な

が
ら
活
動
を
続
け
て
い
る
甲
墨

会
。
練
習
中
は
集
中
し
て
、
そ
れ

以
外
の
時
間
は
明
る
く
楽
し
く
と
、

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
ク
ラ
ブ
で
す
。

そ
ん
な
甲
墨
会
に
、
優
れ
た
活
動

を
続
け
る
文
化
会
の
ク
ラ
ブ
と
し

て
甲
南
学
園
理
事
長
杯
が
贈
ら
れ

ま
し
た（
写
真
下
）。
今
後
の
皆
さ
ん

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

文化系

Box Close--up

経
済
・
経
営
の
基
礎
知
識
と
英
語
力
を
身
に
つ
け

る
基
礎
学
習
期
間

入
学
し
て
か
ら
の
最
初
の
１
年
半
は
、
経
済
・
経
営
の

基
礎
的
な
学
習
を
行
い
ま
す
。
ま
た
留
学
の
た
め
の
準

備
と
し
て
、
Ｕ
Ｂ
と
協
力
し
て
開
発
す
る
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ

５
５
０
点
水
準
を
目
標
に
し
た
英
語
の
授
業
シ
ス
テ
ム
や

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
ま
す
。
Ｕ
Ｂ
か
ら
も
ス
タ
ッ

フ
を
迎
え
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
実
践
的
な

英
語
力
の
養
成
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

15

Ｕ
Ｂ
へ
の
留
学
を
通
し
て

世
界
水
準
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
ぶ
海
外
学
習
期
間

２
年
次
の
後
半
か
ら
１
年
間
、
Ｕ
Ｂ
に
留
学
し
ま
す
。

語
学
研
修
の
た
め
で
な
く
、経
済
・
経
営
の
専
門
科
目
を
学

ぶ
た
め
の
留
学
で
す
。
コ
ー
ス
学
生
は
Ｕ
Ｂ
の
学
生
と
と

も
に
経
済
・
経
営
の
講
義
を
受
け
る
ほ
か
、K

onan
E
B
A

と
い
う
特
別
に
用
意
さ
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
講
義
も
受
講
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
・
ト
リ
ッ
プ
」
で
は
現
地
企
業
の
訪
問
調
査
や

経
営
者
と
の
質
疑
を
行
い
ま
す
。

２
０
０
２
年
４
月
よ
り

経
済
学
部
・
経
営
学
部
に

「
Ｅ
Ｂ
Ａ
総
合
コ
ー
ス
」
を
新
設

国
際
舞
台
で
活
躍
で
き
る

経
営
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

ブック 

 紹 介�

伊豫田隆俊著
同文舘　￥4,700（税別）

『フランス監査制度論』

高宜良・住野公昭・高谷育男・
内藤あかね・中井久夫・永安朋子著
星和書店　￥3,300（税別）

『中井久夫共著論集
分裂病/強迫症/精神病院』

熊沢誠著
岩波新書　￥660（税別）

『女性労働と企業社会』

田中修著
中公新書　￥680（税別）

『つぼみたちの生涯
花とキノコの不思議なしくみ』

21
世
紀
を
目
前
に
控
え
、
国
際
関
係
が
ま
す
ま
す

複
雑
化
す
る
な
か
、甲
南
大
学
で
は
積
極
的
に
教
育
改
革

を
推
進
し
て
い
ま
す
。そ
の
一
環
と
し
て
２
０
０
２
年

４
月
、EBA

（Econom
ics
&
Business

A
dm
inistration

）

総
合
コ
ー
ス
が
新
設
さ
れ
ま
す
。
国
際
経
済
・
経
営

の
分
野
で
、指
導
的
役
割
を
果
た
し
て
い
け
る
人
材

の
育
成
を
目
標
と
す
る
コ
ー
ス
で
、１
学
年
35
名
の
少

人
数
制
コ
ー
ス
。学
生
は
経
済
学
部
ま
た
は
経
営
学

部
に
在
籍
し
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
バ
ッ
フ
ァ

ロ
ー
校
（
Ｕ
Ｂ
）
へ
の
１
年
間
の
留
学
を
含
む
４
年

間
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
り
学
び
ま
す
。

企
業
家
を
招
い
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
の
授

業
で
実
践
的
能
力
を
高
め
る
錬
成
・
展
開
期
間

帰
国
後
か
ら
実
施
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
の
授
業

で
は
、
第
一
線
の
企
業
家
を
招
き
、
活
発
な
意
見
交
換
を

行
い
な
が
ら
、
新
し
い
答
え
を
探
り
出
し
て
い
く
ア
ク
テ

ィ
ブ
な
授
業
を
展
開
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
よ
り
実

践
的
な
能
力
を
養
い
ま
す
。
ま
た
地
元
・
神
戸
の
産
業
界

の
課
題
へ
の
取
り
組
み
や
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
の
交
流
に
よ

っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
も
着
手
し
ま

す
。

入学�

基礎学習�
［Preparation］�

経済・経営の基礎知識を学習。�
また海外学習に向けた準備期間として
実践的な英語の習得を目指します。�

海外学習�
［Study-Abroad］�

UBの経済・経営の講義を4科目選択。
さらにKonan EBAという独自の講義
も実施。�

錬成・展開�
［Development］�

実践�
［Practice］�

活躍中の企業人を迎えてのワークショ
ップ方式の授業を実施。またOB・
OGとのネットワーク作りも開始。�

2年後期�

3年後期�

ネ
ッ
ト
時
代
の
新
し
い
経
営
者�

組
織
に
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を�

与
え
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン�

海
外
・
国
内
の
Ｍ
Ｂ
Ａ
へ
進
学�

卒 業�

甲南大学の
教員が執筆した

新
し
い
国
際
人
教
育
の
試
み

ニューヨーク州立大学バッファロー校。



「B
urning

Soul

」
を
テ
ー
マ
に

第
36
回
甲
南
大
学
摂
津
祭
を
実
施

今
年
も
恒
例
の
摂
津
祭
が
、
11
月
22
日
か
ら
５

日
間
、
岡
本
キ
ャ
ン
パ
ス
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は「Burning
Soul

」。２
０
０
０

年
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
今
ま
で
以
上
に
摂
津
祭
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
学
生
た
ち
は
全
力
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
は
、
22
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
を
皮
切
り
に
、体
育
祭
、演
武
祭
、演
劇
祭（
会
場
は
西
宮

市
民
会
館
）、23
日
はN
ew
A
ge
Festival

や
体
育
祭
を
実
施
。

24
日
の
学
術
祭
で
は
、
テ
レ
ビ
で
も
お
馴
染
み
の
ゾ
マ
ホ
ン
・

ル
フ
ィ
ン
氏
を
招
き
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

25
日
の
プ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
は
”電
撃
！H

ip
H
op

祭
２
０
０

０
“と
銘
打
っ
て
、今
、Hip

H
op

界
で
名
を
馳
せ
るZE

E
B
RA

、

ラ
ッ
パ
我
リ
ヤ
、危
険
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で

知
ら
れ
る
電
撃
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
迎
え
て
の
熱

い
ス
テ
ー
ジ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
最
終
日
26
日
の
音
楽
祭
で
、
全
て
の
イ
ベ
ン

ト
が
終
了
。
連
日
、
地
域
の
方
々
に
も
多
数
参

加
い
た
だ
き
、
好
評
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。関

西
学
生
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
リ
ー
グ
開
幕
４
連
勝
。

37
年
ぶ
り
の
快
挙
を
達
成

10
月
15
日
、西
宮
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た

関
西
学
生
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

で
、
体
育
会
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

は
同
志
社
大
を
破
り
、
開
幕
４
連
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。
終
了
間
際
の
ピ
ン
チ
を
し
の
い
で
の

TOPICS
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先
日
開
催
さ
れ
た
第
36

回
摂
津
祭
で
は
、実
施
委
員

会
の
委
員
長
と
し
て
、多
忙

の
日
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

特
に
今
年
は
、２
０
０
０
年

と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
、

よ
り
摂
津
祭
を
盛
り
上
げ

て
い
こ
う
と
新
し
い
取
り

組
み
に
も
果
敢
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

今
回
の
活
動
を
通
し
て

学
ん
だ
こ
と
は
、
摂
津
祭

実
施
委
員
を
は
じ
め
と
す

る
多
く
の
学
生
が
、
心
を

ひ
と
つ
に
し
て
事
に
あ
た

る
こ
と
の
偉
大
さ
で
す
。

そ
ん
な
私
の
甲
南
ス
ピ
リ
ッ
ツ
は
「
人
と
の
出
会
い
を

大
切
に
し
、
そ
の
出
会
い
に
意
味
を
持
た
せ
る
こ
と
」

で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
も
で
き
る
だ
け
多
く
の
人

と
出
会
い
、
触
れ
あ
い
、
刺
激
を
与
え
あ
い
な
が
ら

自
分
自
身
を
成
長
さ
せ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

大
学
時
代
、
最
も
印
象
に
残
っ

て
い
る
こ
と
は
、
阪
神
大
震
災
の

際
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た

こ
と
で
す
。
大
混
乱
の
日
々
が
続

く
な
か
、
避
難
所
と
な
っ
た
甲
南

大
学
の
体
育
館
に
３
カ
月
間
寝
泊

ま
り
を
続
け
、
救
援
物
資
の
配
給

や
御
飯
の
焚
き
だ
し
な
ど
の
震
災

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
ま
し
た
。

復
興
を
願
い
、
こ
の
活
動
を
と
も

に
し
た
仲
間
と
の
つ
な
が
り
は
、

私
の
生
涯
の
財
産
と
言
え
る
で
し

ょ
う
。

そ
ん
な
私
の
甲
南
ス
ピ
リ
ッ
ツ

は
「
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
と
思
い
や

り
」。
常
に
自
分
に
目
標
を
持
た
せ
、

そ
れ
に
向
か
っ
て
全
力
で
取
り
組
み
、
そ
の
な
か
で
出

会
う
人
た
ち
と
の
信
頼
関
係
や
絆
、
思
い
や
り
は
何
よ

り
大
切
だ
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。
今
で
も
何
か
に
行
き

詰
ま
っ
た
と
き
、
こ
の
甲
南
ス
ピ
リ
ッ
ツ
に
支
え
ら
れ

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

法学部３年次

古賀 智之さん

阪神高速道路公団
神戸第一建設部用地課

山口 昌子さん

法
学
部

法
学
科
卒
業

大
接
戦
で
、こ
れ
は
、大
会
2
位
と
な
っ
た
１
９

６
３
年
以
来
、37
年
ぶ
り
の
快
挙
と
な
り
ま
し

た
。そ
の
後
、５
戦
目
と
な
る
関
西
学
院
大
戦
で

破
れ
は
し
た
も
の
の
、
関
学
・
立
命
・
京
大
の
３
強
に
ひ
け
を

と
ら
な
い
素
晴
ら
し
い
戦
い
ぶ
り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
阿

倉
監
督
も
、「
今
季
の
経
験
を
今
後
の
対
戦
に
生
か
し
て
い
き

た
い
」と
語
り
、
手
ご
た
え
を
つ
か
ん
だ
様
子
で
し
た
。

普
段
の
練
習
は
、筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
だ
け
の
日
が
週
2
日
、

実
質
練
習
が
週
4
日
で
、練
習
時
間
は
1
日
2
時
間
半
と
効
率

の
よ
い
練
習
方
法
を
取
り
入
れ
て
い
る
ア
メ
フ
ッ
ト
部
。
今
後

の
活
躍
が
い
っ
そ
う
期
待
さ
れ
ま
す
。

名
古
屋
で

東
海
地
区
教
育
懇
談
会
を
開
催

10
月
22
日
午
後
１
時
か
ら
、
名
古
屋
市
内
の
毎
日
ビ
ル
９
階
の

国
際
サ
ロ
ン
で
、
東
海
・
甲
信
越
お
よ
び
東
京
・
神
奈
川
の
ご
父

母
を
対
象
に
、
甲
南
大
学（
東
海
地
区
）教
育
懇
談
会
を
開
催
し
、

62
名
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
吉
沢
英
成
学
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、各
学
部

長
を
紹
介
。そ
の
後
、「
大
学
生
活
と
就
職
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
渡

邊
和
俊
就
職
部
長
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
、
ご
父
母
の
皆
さ
ん
は

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
講
演
の
後
、
学
修
、
教
務
、

学
生
生
活
、
就
職
、
留
学
な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
を
お

受
け
し
、
個
別
相
談
を
行
い
ま
し
た
。

平
生
釟
三
郎
先
生
ご
命
日

平
生
釟
三
郎
先
生
の
55
回
忌
と
な
る
11
月
27
日
、
神

戸
市
東
灘
区
住
吉
山
手
の
墓
前
に
、平
生
先
生
の
研
究

に
取
り
組
む
サ
ー
ク
ル
、Be

A
m
bitious

と
、甲
南
大

学
の
学
生
自
治
会
の
メ
ン
バ
ー
が
訪
れ
、
先
生
の
生
前

の
偉
業
を
し
の
び
、ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

法
学
部

法
学
科
入
学



お 便 り 募 集 の お 知 ら せ �

12
月

１
月

２
月

３
月

甲南大学の
21世紀ビジョン

編
集
後
記

師
走
の
慌
た
だ
し
い
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
新
世
紀
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

寒
さ
と
と
も
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
。
▼
21
世
紀
は
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
と
言
わ
れ
、
国

際
感
覚
を
も
つ
人
材
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
の
特
集
は
、
甲
南

大
学
の
国
際
教
育
の
実
際
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
し
た
。
甲
南
大
学
で
は
い

ち
早
く
、
国
際
人
の
育
成
に
向
け
た

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
き
た

こ
と
が
お
分
か
り
い
た
だ
け
た
か
と

思
い
ま
す
。
▼
毎
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
や
教
育
懇
談
会
で
は
、
受
験

生
や
ご
父
母
の
方
々
か
ら
留
学
等
に

関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
を
多
数
い
た

だ
き
ま
す
。
今
回
誌
上
で
掲
載
し
き

れ
な
か
っ
た
内
容
、
ご
意
見
、
ご
質

問
等
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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EVENT GUIDE

■講義一旦終了（12/22）
■冬期休暇開始（12/25）

■冬期休暇終了（1/6）
■講義再開（1/9）
■2000年度講義終了（1/13）
■補講日（1/15～16）
■後期試験開始（1/17）
■大学入試センター試験（1/20～21）
■後期試験終了（1/30）

■入学試験　経済・経営　A日程（2/1）
〃　　 文・法　　　A日程（2/2）
〃　　 文・法　　　A日程（2/3）
〃　　 理工　　　　A日程（2/5）
〃　　 経済・経営　A日程（2/6）

■入学試験　全学部　　 B日程（2/8）
■入学試験合格者掲示発表（2/16）
■体育会祝勝会・文化会顕彰会
■父母の会課外活動表彰式
■文化会リーダース・キャンプ

■2000年度卒業認定者発表（3/5）
■入学試験　　　　 D日程（3/7）
■入学試験　理工　 C日程（3/11）
■入学試験合格者掲示発表（3/14）
■2000年度卒業証書・学位記授与式（3/24）

﹇
そ
の
他
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
﹈

【
10
月
21
日
】

【
31
日
】

【
11
月
14
日
】

【
22
日
】

【
12
月
９
日
】

SCHEDULE

●
最
近
の
学
生
の
生
活
や
大
学
の
状
況
が
よ
く
わ
か
り

ま
し
た
。
ま
た
、
親
子
で
の
会
話
の
き
っ
か
け
に
も
な

り
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
期
待

し
て
い
ま
す
。（
兵
庫
県
　
法
学
部
・
父
）

●
各
内
容
ご
と
に
、よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

社
会
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
甲
南
大
学
の
卒
業

生
の
方
を
取
り
上
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
滋
賀
県
　
法
学
部
・
父
）

●
下
宿
し
て
い
る
子
供
の
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、

読
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
世
代
の
学
生
の
皆
さ
ん

の
生
活
態
度
な
ど
も
わ
か
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
今
後
、

授
業
風
景
や
学
生
食
堂
の
様
子
な
ど
も
知
り
た
い
で
す
。

（
徳
島
県
　
理
学
部
・
母
）

●
今
回
の
特
集
で
、
今
の
若
者
の
生
活
が
少
し
で
も
わ

か
り
、
下
宿
し
て
い
る
子
供
の
こ
と
と
重
ね
合
わ
せ
て

読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
キ
ャ
ン
パ
ス
の
状

況
や
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
大
学
と
の
関
わ
り
な
ど
を
取
り

上
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。（
岡
山
県
　
理
学
部
・
父
）

●
普
段
、
子
供
の
口
か
ら
大
学
の
こ
と
や
友
達
の
こ
と

を
聞
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
冊
子
を
通
し
て
、

少
し
で
も
大
学
の
状
況
が
わ
か
り
安
心
で
き
ま
し
た
。

（
徳
島
県
　
法
学
部
・
父
）

●
第
一
号
と
同
様
、
カ
ラ
ー
写
真
が
多
く
、
大
変
見
や

す
い
冊
子
だ
と
思
い
ま
す
。
大
学
周
辺
の
情
報
も
載
せ

皆
様
か
ら
の�

お
便
り
で
つ
く
る�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス�

「甲南 Today」では、皆様からのお便りを

募集しています。お寄せいただいたお便り

をもとに、誌上で皆様との交流を深めてま

いりたいと思います。本誌同封のはがきに

ご意見等ご記入のうえ、お送りください。

甲
南
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
お
便
り
で
つ
く
る

コ
ー
ナ
ー
で
す
。
皆
様
と
甲
南
Ｔ
ｏ
ｄ
ａ
ｙ
、
さ
ら
に
ご
父
母
の
間
を
結
ぶ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
回
は
、第
２
号（
特
集「
学
生
生
活
の
実
際
キ
ャ
ン
パ
ス
は
時
代
を
映
す
鏡
」）

に
対
し
て
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
皆
様
か
ら
の
声
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
石
川
県
　
経
営
学
部
・
母
）

●
子
供
が
下
宿
し
て
い
る
た
め
、
普
段
は
生
活
や
学
校

の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
冊
子
で
学
校

の
様
子
が
よ
く
わ
か
り
、
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

ゼ
ミ
の
紹
介
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
実
態
が
わ
か
り
、

大
変
興
味
深
か
っ
た
で
す
。（
兵
庫
県
　
経
済
学
部
・
母
）

●
親
と
し
て
子
供
の
日
常
生
活
に
は
と
て
も
興
味
が
あ

り
ま
す
。
今
後
、
学
生
が
ど
ん
な
こ
と
で
悩
み
、
将
来

の
こ
と
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
な
ど
知
り
た
い
で
す
。

（
兵
庫
県
　
文
学
部
・
母
）

●
ど
の
御
父
母
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
お
感
じ
で
し
ょ

う
が
、
親
に
は
子
供
の
日
常
生
活
な
ど
に
関
し
て
細
部

ま
で
聞
け
な
い
こ
と
や
話
し
て
も
ら
え
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
う
い
う
点
で
、
今
回
の
特
集
は
あ
り
が
た

く
、
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
課
外
活
動

や
サ
ー
ク
ル
活
動
に
関
し
て
も
取
り
上
げ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。（
兵
庫
県
　
文
学
部
・
母
）

●
子
供
か
ら
聞
け
な
い
話
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
て
、

大
変
興
味
深
く
読
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
、
ゼ

ミ
紹
介
や
研
究
レ
ポ
ー
ト
も
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
ほ
し

い
で
す
。（
兵
庫
県
　
文
学
部
・
母
）

そ
の
他
、
多
数
の
ご
意
見
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

﹇
お
知
ら
せ
﹈

●
春
休
み
期
間
中
の
図
書
館
開
館
日
に
つ
い
て

春
休
み
期
間
中
の
開
館
日
は
次
の
通
り
で
す
。

２
月
９
日
、10
日
、13
日
〜
17
日
、26
日
〜
28
日
／
3
月
1
日
〜
３
日
、５

日
、６
日
、８
日
〜
10
日
、19
日
、21
日
〜
23
日
、26
日
〜
31
日
／
4
月
２
日

〜
４
日
、６
日
、７
日
、

●
学
生
証
が
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
化
さ
れ
ま
す
。

２
０
０
１
年
度
か
ら
学
生
証
が
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
化
さ
れ
ま
す
。今
後
、
在

学
証
明
書
、
成
績
証
明
書
、
健
康
診
断
証
明
書
な
ど
の
取
得
に
は
Ｉ

Ｄ
カ
ー
ド
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
図
書
館
へ
の
入
退
室
に
も

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
学
生
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
学
生
相
談
室

ど
ん
な
些
細
な
悩
み
で
も
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ち
ょ
っ

と
疲
れ
た
と
き
や
、
友
達
と
ゆ
っ
く
り
話
し
た
い
と
き
な
ど
に
も
、

ど
う
ぞ
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
学
生
相
談
室
の
サ
ロ
ン
で
は
、

皆
さ
ん
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
・
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
湯
茶
の
セ
ル
フ
サ
ー

ビ
ス
や
雑
誌
の
閲
覧
、
貸
し
出
し
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

の
河
合
隼
雄
氏
の
基
調
講
演
に
続
い
て
、
聖
マ
リ
ア
病
院
母
子

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
所
長
の
橋
本
武
夫
氏
ら
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム「
周
産
期
に
お
け
る
母
性
の
育
み
」を
開
催
し
ま
す
。

母
性
の
誕
生
す
る
原
点
と
し
て
の
周
産
期
に
光
を
当
て
、
産

婦
人
科
、
小
児
科
、助
産
、育
児
相
談
の
第
一
線
の
現
場
か
ら
報

告
、
討
論
を
行
う
ほ
か
、
医
療
人
類
学
と
い
う
広
い
視
野
か
ら

も
総
合
的
に
議
論
を
展
開
し
ま
す
。
参
加
自
由
、
入
場
無
料
。問

い
合
わ
せ
は
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
室（

神
戸
０
７
８-

４

３
５-

２
６
８
３
）へ
。

面接突破に向け、実践を通じて効
果的な自己PRや動作を学ぶ面接実
践講座を行います。
日時：2001年1月31日～2月6日

（土曜日を除く）
場所：平生記念セミナーハウス
※詳細に関しては、2001年1月9日に就職部掲示板
を通してお知らせいたします。

2001年度新卒就職希望学生を対象
に、各企業が個別に説明を行う企
業研究セミナーを行います。セミ
ナーは1日3回、所要時間は各90分
を予定しています。
日時：2001年2月13日～3月23日

（土曜日および3月6・7日を除く）
Aセミナー:10時～（2月13日～3月5日）
Bセミナー:13時30分～
Cセミナー:16時～
※詳細に関しては、2001年1月20日～25日に就職
部掲示板を通してお知らせいたします。

法
廷
教
室
開
設
を
記
念
し
て

「
公
開
模
擬
裁
判
」
を
実
施

法
学
部
は
12
月
5
日
、
法
廷
教
室
の
開
設
を
記
念
し

て
、
交
通
死
亡
事
故
を
題
材
と
し
た「
公
開
模
擬
裁
判
」

を
実
施
し
ま
し
た
。こ
の
夏
、9
号
館
に
新
し
く
設
け
ら

れ
た
法
廷
教
室
を
舞
台
に
、
白
熱
し
た
論
争
が
繰
り
広

げ
ら
れ
、
参
加
し
た
学
生
か
ら
は
「
検
察
官
や
弁
護
士
、

裁
判
官
の
苦
労
が
よ
く
わ
か
り
、
勉
強
に
な
っ
た
」と
い

う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

第
45
回
甲
南
大
学
対
学
習
院
大
学

運
動
競
技
総
合
定
期
戦
閉
幕

第
45
回
甲
南
大
学
対
学
習
院
大
学
運
動
競
技
総
合
定
期
戦
の

全
競
技
が
無
事
終
了
し
、
12
月
16
日
、
学
習
院
大
学
で
、
閉
会

式
が
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

23
競
技
29
種
目
に
わ
た
る
熱
戦
の
結
果
は
、
21
勝
7
敗
1
分

け
で
甲
南
大
学
が
勝
利
し
、
第
38
回
大
会
以
降
8
連
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。
通
算
成
績
は
本
学
の
42
勝
2
敗
1
分
け
と
な
り
ま

し
た
。

閉
会
式
に
は
吉
沢
英
成
学
長
、
青
山
義
孝
学
生
部
長
、
小
倉

芳
彦
・
学
習
院
大
学
長
、
上
田
隆
穂
・
同
学
生
部
長
な
ど
両
大
学
の

教
職
員
、
学
生
が
多
数
参
加
。
戦
績
発
表
、
優
勝
杯
の
授
与
に
続

い
て
、
両
大
学
の
学
長
、
学
生
部
長
ら
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
応
援
団
に
よ
る
エ
ー
ル
の
交
換
、
校
歌
の
斉
唱

な
ど
が
あ
り
、
勇
壮
で
厳
粛
な
雰
囲
気
の
う
ち
に
、
閉
会
式
は

終
了
し
ま
し
た
。

学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
現
代
人
と
母
性
」を
テ
ー
マ
に
開
催

学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
の
第
2
回
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
2
月
25
日
、
午
後
１
時
か
ら
8
号
館
8
1
3
号
教
室
で
、

「
現
代
人
と
母
性
」を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
推
進
事
業
は
、
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
を
研
究
組
織

の
主
体
と
し
、
一
昨
年
度
、
文
部
省
か
ら
選
定
を
受
け
た
共
同

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、「
現
代
人
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー

に
関
す
る
総
合
的
研
究
」を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。

京
都
大
学
名
誉
教
授
で
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長

経
営
学
部
開
設
40
周
年
記
念
講
演
会（
講
師
・
内
橋
克
人
氏
）

甲
南
―
イ
リ
ノ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ム
25
周
年
記
念
学
術
講
演
会

（
講
師
・
ロ
ナ
ル
ド
・
ト
ビ
氏
）

法
学
部
開
設
40
周
年
記
念
講
演
会

（
講
師
・
園
部
逸
夫
氏
）

ハ
イ
テ
ク
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
秋
期
講
演
会

（
講
師
・
東
田
正
信
氏
）

総
合
研
究
所
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
Ｉ
Ｔ
革
命
と
社
会
の
変
化
」


